
 バーコード読み取り

（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 9月の催し物予定
9 月の休館日は 1日（月）、8日（月）、16 日（火）、22 日（月）、24 日（水）、29 日（月）です。

開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 3Ｇ　　　 ■無形民俗文化財　市指定 20 周年　西野子踊り展

　　　　　　　　　8/26（火）～ 9/3（水）　*10:00 ～ 16:00　* 最終日は 12:00 まで

第 1･2･3Ｇ　 ■平成 26 年度　松阪市児童生徒科学作品展　　9/6（土）～ 9/7（日）　*9:00 ～ 16:00

第 1･3Ｇ　　 ■華火写真展・No Photo No Life 写真展

　　　　　　　　　9/11（木）～ 9/15（月･祝）　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

第 2Ｇ　　　 ■2歳の衝動　66 歳の喜楽　　9/13（土）　*9:00 ～ 16:00

第 2Ｇ　　　 ■#2 PHOTO VISION ～ Canon Photo Club Ise ～

　　　　　　　　　9/15（月･祝）～ 9/21（日）　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　　 ■ニッコールクラブ松阪支部作品展

　　　　　　　　　9/18（木）～ 9/21（日）　*9:30 ～ 16:40　* 最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　　　 ■楽しい水墨画教室･四五百の森の拓本会　合同展覧会

　　　　　　　　　9/19（金）～ 9/21（日）　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

「かさ」には、

頭に直接かぶる「笠」、

手に持って頭上にかざす

「傘」とがあります♪

【古代の傘「蓋（きぬがさ）」について】

【中秋の名月……】

　松阪地方の稲刈りは早い。９月中旬までには大半のところで終えてしまう。おかげさまで私たちは

早くから新米を味わうことができる。新米はうまい。みのりの秋を実感するときである。

　時を遡り、稲作が始まった弥生時代の人たちも、秋になり、収穫の時を迎える。人々は豊かなみの

りを目の前にして、とてもうれしい気持ちになっただろう。稲の生育に苦心し、天地精霊に祈り、そ

して、ようやくの収穫、心がみたされる時である。心の豊かさの原風景はこんなところにもあるのか

もしれない。

　今年の中秋の名月は９月８日。

みのりの時と重ねて、まあるい

お月さまは人々の心を温かく、

豊かにさせてくれる。

　四季の折々に当センターのレ

ンガ造りの建物はその表情を変

えるように思われますが、この時季もまた味わい深いものがあります。９月の市民ギャラリーでは児

童生徒科学作品展、写真展など多くの展覧会が開かれます。はにわ館では「船形埴輪」を常設展示し

ています。ぜひ文化の香りをお感じにお越し下さい。（所長）

　例年９月から１０月初めにかけては、「秋雨」と呼ばれるように、ぐずついた天気が全国的に

多くなります。今年は８月も、台風１１号が四国・本州に上陸するなど、天候不順な日が多かっ

たですね。天気が良くない中で外出しなければならない場合、活躍するのが傘や雨合羽（レイン

コート）です。そこで今月は、「かさ」にまつわるお話をします。

　日本の「かさ」には、頭上にかざして使う「傘」と、頭に直接

かぶせる「笠」とがあります。私たちが普段使っている「かさ」

は「傘」の方ですね。傘が一般に普及し始めたのは江戸時代になっ

てからのことです。それまでは「笠」を使うのが一般的でした。

　では、「かさ」そのものは、いつから日本にあったのでしょうか。天皇の命を受けて作成され

た日本で一番古い歴史書『日本書紀』（７２０年完成）によれば、日本には 552（欽明 13）年、

朝鮮半島にあった百済国の聖明王から仏教が伝えられた際に、贈り物として初めて「蓋（きぬが

さ）」が伝えられました。この蓋は、絹張りの大型の傘でした。今の傘と大きく異なる点は、雨

ではなく「日差し」を主に避けるためのものであったこと、普通の人々がさすものではなく「貴

人にさしかける」ものであったことです。昔は、王などの高貴な人に直接日光が当たると邪気が

体を侵し、病気になると考えられていたようです。今でも位の高いお坊さんが行列する時に、お

供が傘をさしかけている場面を見ることがありますね。

　『日本書紀』という文字資料だけではなく、古代の人々が古墳に遺したモノに

着目してみると、『日本書紀』で示された年代よりも早くから日本に「かさ」が

伝わっていたことが分かります。

　古墳とは、仏教が日本に伝わるまで日本各地で盛んに造られた、有力者のお墓

です。４世紀末から５世紀初めに造られた佐味田宝塚古墳（奈良県北葛城郡河合

町）からは、家の形が描いてある「家屋文鏡」と呼ばれる鏡が出土しています。このような鏡は、

全国で１枚しか見つかっていません。これを見ると、ひときわ立派な家には斜めに蓋が立てられ

ていることが分かります。

　松阪市には、５世紀初めに造られた宝塚古墳があります。この１

号墳からは「船形（ふねがた）埴輪」や蓋形埴輪などが見つかって

います。蓋形埴輪は蓋を表したもので、宝塚１号墳以外でも各地で

見つかっていますが、「船形埴輪」は船の形をした埴輪の中でも日

本最大、唯一立体的な飾りを持つものです。「船形埴輪」を見ると、

４つある立ち飾りの１つ（写真右端）が蓋であることが分かります。

　「船形埴輪」や蓋形埴輪など宝塚古墳から出土した埴輪は、「はにわ館」に展示してあります。

大昔の傘である蓋の埴輪がどのようなものであるか、『本物』をぜひ見に来て下さい。（担当）
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【ギャラリー】　入場無料　

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　
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〔主な出典：『【十楽選 よむゼミ No.15】宝塚古墳と船形埴輪』（2008 年）p.17。〕
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